
一
九
八
八
年
か
ら
八
九
年
に
か
け
、
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
に
あ
っ
た
貴
族
の
邸
宅
跡
か
ら
、
総
数
約
四
万
点
に
の
ぼ
る
木
簡
が
発
掘
さ

れ
、
そ
の
内
容
か
ら
、
こ
れ
が
奈
良
時
代
初
頭
の
有
力
皇
族
、
長
屋
王
の
邸
宅
跡
と
推
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
邸
宅
の
所
有
者
を
め
ぐ
っ
て

（
１
）

若
干
の
異
説
も
唱
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
が
長
屋
王
邸
で
あ
っ
た
こ
と
は
動
か
な
い
と
み
ら
れ
る
。
木
簡
は
、
大
部
分
、
邸
宅
東
辺
の
溝

に
廃
棄
さ
れ
て
い
た
一
括
資
料
で
、
そ
の
年
代
は
、
木
簡
の
年
紀
か
ら
、
和
銅
四
年
（
七
一
二
以
降
、
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
に
至
る
も
の

長
屋
王
家
木
簡
約
四
万
点
の
発
掘
は
、
古
代
史
の
様
々
な
分
野
に
新
史
料
を
提
供
し
つ
つ
あ
る
が
、
医
事
関
係
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な

い
。
す
で
に
周
知
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
左
に
掲
げ
る
二
点
の
木
簡
の
う
ち
、
㈹
は
八
世
紀
は
じ
め
の
著
名
な
医
師
、
甲
許
母
（
太
羊
甲
許
母
）

（
３
）

を
召
し
出
し
た
木
簡
と
考
え
ら
れ
、
回
は
長
屋
王
の
近
親
、
竹
野
女
王
に
女
医
が
従
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
米
支
給
の
伝
票
木
簡
で
あ
る
。

㈹
符
召
医
許
母
芙
進
出
急
々
衾
）

五
月
九
日
舞
蒜
（
裏
）

た
て
ま
つ

（
符
す
。
医
許
母
を
召
し
て
進
り
出
せ
。
急
急
。
五
月
九
日
、
家
令
・
家
扶
）

（
？
】
）

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

長
屋
王
家
木
簡
の
醤
・
味
捧
請
求
文
耆

Ｉ
「
葛
氏
方
」
と
の
関
連
か
ら
Ｉ

謀
篭
繁
識
到
甦
讓
病
平
成
六
年
十
月
二
十
八
日
受
付

東
野
治
之
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（
竹
野
王
子
の
女
医
二
口
、
一
升
半
。
真
木
女
に
受
く
・
）

甲
許
母
は
、
そ
の
著
名
度
か
ら
い
っ
て
、
典
薬
寮
の
医
師
な
い
し
内
薬
司
の
侍
医
の
よ
う
な
地
位
に
あ
っ
た
人
物
と
み
て
よ
か
ろ
う
が
、

そ
の
人
物
が
長
屋
王
家
の
招
き
を
う
け
て
医
療
行
為
を
行
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
大
宝
令
制
初
期
の
医
療
の
実
態
を
知
る
上
に
興
味
深
い
。

養
老
の
医
疾
令
に
は
、
五
位
以
上
の
病
に
際
し
、
奏
聞
を
経
て
医
師
の
派
遣
を
許
可
す
る
規
定
が
あ
る
が
、
木
簡
に
表
わ
れ
た
事
実
は
、
こ

の
規
定
の
実
効
性
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
示
唆
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
木
簡
何
の
「
女
医
」
も
、
養
老
医
疾
令
に
み
え
る
女
医
の
制
が
大
宝
令
制
の
当
初
か
ら
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
点
で
意
義
深
い
。

し
か
し
長
屋
王
家
木
簡
の
中
に
は
、
他
に
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
医
事
関
係
の
簡
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
と
く
に
次
の
木
簡
に
つ
い
て
検
討

〆
４
）

し
て
み
た
い
。

ロ
竹
野
王
子
女
医
二
口

一
升
半
受
真
木
女

請
解
敢
大
嶋
急
薬
用
醤
一
合
又
味
津
（
表
）

（
欲
力
）

右
二
物
諸
□
口
大
夫
信
者
宇
太
末
呂

（
裏
）

こ
』
つ

（
請
い
解
す
。
敢
大
嶋
、
急
薬
の
用
の
醤
一
合
。
又
味
津
。
右
、
二
つ
の
物
請
欲
。
口
大
夫
。
信
者
宇
太
末
呂
）

蕊

へへ

裏表
……

燕
長屋王家木簡(26.8cm×2cm)

（奈良国立文化財研究所蔵）

（同研究所許可済）
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う
か
、
疑
問
が
な
い
で
は
な
』

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

そ
う
な
る
と
こ
の
文
言
は
、

（
Ⅱ
）

ま
ず
注
意
さ
れ
る
の
は
、
『
経
史
証
類
大
観
本
草
」
（
巻
二
六
）
に
み
え
る
次
の
記
事
で
あ
る
。

醤
、
味
鰄
酸
冷
利
、
主
ド
除
し
熱
、
止
二
煩
満
一
、
殺
巾
百
薬
・
熱
湯
及
火
毒
１
。

こ
こ
に
は
醤
の
薬
効
が
み
え
て
い
る
が
、
緊
急
性
と
い
う
点
で
注
目
す
べ
き
は
、
「
百
薬
・
熱
湯
及
び
火
の
毒
を
殺
ぐ
を
主
る
」
と
い
う
部

分
で
あ
ろ
う
。
た
だ
百
薬
の
毒
を
消
す
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
一
般
的
、
抽
象
的
で
あ
っ
て
、
特
定
の
処
置
に
結
び
つ
く
と
は
考
え
に
く

い
。
そ
れ
に
対
し
て
熱
湯
や
火
の
毒
、
即
ち
火
傷
と
の
関
係
は
追
及
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

近
年
に
至
る
ま
で
、
火
傷
を
負
っ
た
と
き
患
部
に
醤
油
を
塗
布
す
る
と
よ
い
と
い
う
俗
信
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

解
信
者
阻
足
（
裏
）

こ
れ
も
医
事
に
関
わ
る
ら
し
い
が
、
折
損
の
た
め
文
意
を
充
分
に
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
先
掲
の
文
書
で
請
求
さ
れ
て
い
る
の
は
、
急
薬
と
し
て
使
用
す
る
醤
一
合
と
、
味
津
で
あ
る
。
醤
は
今
日
の
醤
油
の
原
型
で
、

（
８
）
（
９
）

大
豆
な
ど
を
原
料
と
す
る
液
体
で
あ
る
。
ま
た
単
に
津
と
い
え
ば
酒
津
を
さ
す
が
、
こ
こ
は
「
味
」
を
冠
し
て
い
る
の
で
、
味
津
は
酒
分
を

（
Ⅷ
）

充
分
残
し
た
良
質
の
酒
津
と
推
定
で
き
る
。
味
津
は
、
「
又
」
を
挟
ん
で
続
く
形
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
同
じ
く
急
薬
の
用
で
あ
る
の
か
ど

う
か
、
疑
問
が
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
全
体
が
極
め
て
短
文
で
あ
る
の
で
、
ひ
と
続
き
の
用
件
と
見
、
こ
れ
も
薬
と
し
て
請
求
さ
れ
た
と

ろ
う
か
。

こ
の
木
簡
は
請
求
の
文
書
で
あ
っ
て
、
語
順
な
ど
か
ら
判
断
す
る
と
、
長
屋
王
家
木
簡
に
例
の
多
い
、
和
文
で
記
さ
れ
た
木
簡
の
一
つ
と

（
５
）
（
６
）

み
て
よ
い
。
「
口
大
夫
」
は
発
信
者
、
「
信
者
」
は
、
こ
の
文
書
を
持
参
し
て
宛
先
に
も
た
ら
す
使
者
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
持
参
人
は
、
ふ
っ

（
【
ｊ
）

う
、
「
某
に
付
す
」
の
形
で
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
長
屋
王
家
木
簡
に
は
他
に
も
う
一
例
、
信
者
と
記
し
た
左
の
よ
う
な
文
書
が
あ
る
。

口
大
嶋
薬
食
塩
（
表
）

醤
や
酒
津
が
薬
用
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
例
と
い
え
る
が
、
こ
れ
は
い
か
な
る
処
方
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
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氏

方
葛一
へ氏に

關方鳥
又
方
、
以
一
一
好
酒
一
洗
漬
之
。

こ
の
処
方
は
、
火
傷
が
一
定
の
経
過
を
経
て
、
瘡
を
生
じ
た
後
の
処
置
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
瘡
を
良
質
の
酒
で
洗
う
こ
と
を
指
示

し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
来
、
酒
を
用
い
る
べ
き
処
方
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
酒
津
に
よ
っ
て
も
代
用
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
即
ち
『
万

醤
渭
和
し
蜜
塗
良
。
一
分
醤
、
二
分
蜜
合
和
。

火
傷
に
醤
を
用
い
る
と
い
う
療
法
は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
中
国
六
朝
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
従
っ

て
こ
れ
ら
の
医
書
の
受
容
に
伴
な
い
、
日
本
で
も
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
醤
が
入
手
し
や
す
い
材
料
で
あ
る
こ
と
も
考
え

る
と
、
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
と
推
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
醤
だ
け
を
用
い
る
『
葛
氏
方
」
の
処
方
は
、
蜜
を
併
用
す
る
『
僧
深
方
』

の
処
方
と
は
異
な
り
、
広
い
実
用
性
を
も
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
先
に
み
た
長
屋
王
家
木
簡
の
醤
は
、
「
急
薬
」
に
用
い
る
と
い

う
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
う
し
た
処
方
に
関
係
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
推
測
を
傍
証
す
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
同
じ
『
葛
氏
方
」
が
前
引
の
処
方
に
続
い
て
載
せ
る
左
の
処
方
で
あ
る
。

若
已
成
し
瘡
者
方
。

こ
れ
は
単
な
る
民
間
の
療
法
で
は
な
く
、
古
代
の
医
書
に
そ
の
起
源
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
「
医
心
方
』
巻
十
八
所
引
の
「
葛

又
方
、
以
二
豆
醤
↓
塗
一

ま
た
同
書
所
引
の
「
僧
深
圭

僧
深
方
、
治
一
火
瘡
一
方
。

に
左
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

炭
方
、
治
一
湯
火
所
し
灼
未
レ
熊

（
中
略
）

醤
一
塗
之
。

『
僧
深
方
」

灼
未
レ
成
し
瘡
者
一
方
。

も
次
の
よ
う
な
処
方
を
あ
げ
て
い
る
。
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葉
集
』
に
み
え
る
「
糟
湯
酒
」
（
巻
五
’
八
九
二
番
）
か
ら
、
奈
良
時
代
に
は
酒
津
を
湯
に
溶
い
て
酒
と
し
て
飲
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
推

（
Ｅ
）

定
さ
れ
て
い
る
。
木
簡
に
「
味
津
」
と
あ
る
の
は
、
先
述
の
と
お
り
こ
れ
が
酒
分
を
多
く
含
む
良
質
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
、
充

分
に
酒
の
代
用
に
な
り
え
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
こ
の
味
津
は
、
火
傷
の
あ
と
に
瘡
が
出
来
た
段
階
で
用
い
る
べ
く
請
求
さ
れ
た

醤
の
み
で
は
、
火
傷
の
治
療
用
と
す
る
に
は
な
お
不
安
が
あ
っ
た
が
、
右
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
同
時
に
請
求
さ
れ
た
味
津
も
ま
た
、
同

じ
用
途
に
必
要
な
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
わ
け
で
、
こ
れ
ら
は
両
々
相
俟
っ
て
、
火
傷
に
対
す
る
薬
用
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
と
い

え
る
。
こ
の
処
方
知
識
が
『
葛
氏
方
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
断
言
の
限
り
で
は
な
い
が
、
か
つ
て
論
じ
た
よ
う
に
、
奈
良

（
昭
）

時
代
に
は
『
葛
氏
方
」
が
広
く
流
布
し
て
い
た
徴
証
が
あ
る
。
ま
た
火
傷
に
つ
い
て
の
処
方
を
多
く
載
せ
る
『
医
心
方
」
巻
十
八
、
『
外
台
秘

要
」
巻
二
九
を
み
て
も
、
醤
の
処
方
と
酒
の
処
方
を
合
わ
せ
て
あ
げ
る
の
は
、
「
葛
氏
方
」
（
肘
後
備
急
方
）
の
み
の
よ
う
で
あ
り
、
『
葛
氏
方
」

の
知
識
が
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
て
大
過
な
か
ろ
う
。

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
こ
の
木
簡
は
、
単
に
中
国
医
書
の
受
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
国
古
代
医
学
受
容
の
実
態
を
う
か
が
わ
せ
る
貴
重

な
史
料
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

可
能
性
が
高
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）
長
屋
王
家
木
簡
の
釈
文
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」
別
二
九
八
九
年
）
、
同
羽
（
一
九
九
○
年
）
、

同
羽
（
一
九
九
二
年
）
、
同
”
羽
（
一
九
九
三
年
）
に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
主
要
な
も
の
は
同
研
究
所
編
『
平
城
京
長
屋
王
邸
宅
と
木
簡
」
（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
拙
稿
「
長
屋
王
家
木
簡
の
文
体
と
用
語
」
（
小
島
憲
之
監
修
「
万
葉
集
研
究
」
一
八
集
、
二
九
一
～
三
二
五
頁
、
塙
書
房
、
一
九
九
一
年
）
、

、
王

、
一
Ｊ
ｒ

（
１
）
こ
の
遺
跡
を
め
ぐ
る
諸
説
に
つ
い
て
は
、
森
公
章
「
長
屋
王
家
木
簡
再
考
」
（
弘
前
大
学
「
国
史
研
究
』
九
六
号
、
一
～
三
三
頁
、
一
九
九
四

年
）
参
照
。
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（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
Ⅲ
）

（
皿
）

（
皿
）

（
昭
）

「
味
」
は
ウ
マ
と
読
み
、
ウ
マ
シ
（
よ
い
）
の
意
。

木
村
康
一
・
吉
崎
正
雄
『
経
史
証
類
大
観
本
草
」
（
広
川
書
店
、
一
九
七
○
年
）
に
よ
る
。

関
根
真
隆
注
（
８
）
前
掲
害
二
七
一
頁
。

拙
槁
「
平
城
宮
木
簡
中
の
「
葛
氏
方
」
断
簡
」
舎
口
本
古
代
木
簡
の
研
究
」
、
一
八
五
～
二
○
七
頁
、
塙
書
房
、
一
九
八
三
年
）

同
右
二
七
一
頁
の
例
参
照
。

注
（
４
）
前
掲
書
”
（
一
九
九
三
年
）
五
頁
下
段
。

関
根
真
隆
「
奈
良
朝
食
生
活
の
研
究
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）
一
九
三
頁
。

福
原
栄
太
郎
「
長
屋
王
家
形
成
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
」
二
七
七
号
、
一
九
～
三
九
頁
、
一
九
九
一
年
）
参
照
。

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
「
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」
妬
（
一
九
九
二
年
）
四
頁
下
段
。

こ
の
木
簡
群
の
文
体
に
つ
い
て
は
、
注
（
３
）
拙
槁
参
照
。

「
信
」
に
は
使
者
の
意
が
あ
る
。

〈
三
年
）
参
照
。

（
大
阪
大
学
文
学
部
）
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OnanOfficialMessageforHis/tioand恥"αkas",asWritten

onaWoodenTabletExcavatedattheSiteoftheImperialNagaya-0

Residence

byHaruyukiTONO

Alargenumberofwoodentablets(narrowstripsofwoodonwhichofficialmessagesarewritten)fromthe

Nara-periodwereexcavatedatthesiteofthelmperialNagaya-O(長屋王)residenceinHeijOkyO(平城京，

todayNara)duringtheyearsl988andl989.Ononeofthesetabletsamessageiswrittencallingfor/iiS"0

(醤)andumakasu(味津,sakelees)forurgentmedicaluse.Asacitedparagraphofthe''GeshiFang(葛

氏方)''inthe('IshinpO(医心方)"shows,bothルぷoandsa舵（酒)wereusedforthetreatmentofburns.It

canbeassumedthatルis〃ioand""α々 as"mentionedonthewoodentablet,werealsousedforthesame

treatmentatthattime.Therefore,thiswoodentabletisofpreciousvalueasahistoricaldocumentgiving

evidenceoftheacceptanceandactualusageofChinesemedicineearlyinthe8thCentury.

（
、
［
［
）

つ
［
［


